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Copyright、商標、および免責条項

Copyright © 2020 Milestone Systems A/S

商標

XProtectはMilestone Systems A/Sの登録商標です。

MicrosoftおよびWindowsは、Microsoft Corporationの登録商標です。App StoreはApple Inc.のサービスマークです。

AndroidはGoogle Inc.の商標です。

本文書に記載されているその他の商標はすべて、該当する各所有者の商標です。

免責条項

このマニュアルは一般的な情報を提供するためのものであり、その作成には細心の注意が払われています。

この情報を使用することにより発生する危険の責任はすべてその使用者にあるものとします。また、ここに記載されている内容

はいずれも、いかなる事項も保証するものではありません。

Milestone Systems A/Sは、事前の通知なしに変更を加える権利を有するものとします。

本書の例で使用されている人物および組織の名前はすべて架空のものです。実在する組織や人物に対する類似性は、そ

れが現存しているかどうかにかかわらず、まったく偶然であり、意図的なものではありません。

この製品では、特定の契約条件が適用される可能性があるサードパーティ製ソフトウェアを使用することがあります。その場

合、詳 細 はお使 いのMilestoneシステムインストールフォルダーにあるファイル3rd_ party_ software_ terms_ and_

conditions.txtを参照してください。
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概要

はじめに

このマニュアルは、XProtect Mobile モバイルデバイスAndroidまたはiOSを使用しているユーザーのためのものです。

XProtectMobileのサーバーおよびクライアントコンポーネントについて(説明付

き)
無料のXProtect Mobileアプリでは以下が可能です:

l ライブビデオとビデオ録画を視聴する

l ライブビデオとビデオ録画において受信音声と送信音声を再生する

l 1つのカメラからライブビデオを見ている時にプッシュ-トゥ-トーク(PTT)機能を使用する

l 再生モード時に受信音声と送信音声を再生する

l ビデオプッシュを使用して、モバイルデバイスのカメラから音声付きライブビデオをXProtect監視システムにストリーミング

する

l 調査を作る

l ビデオ監視システムでイベントをトリガーするアクションを起こします。

l 様々なイベントで引き起こされたアラームのビデオを見る

XProtect Mobile には5コンポーネントあります:

l XProtect Mobile クライアントはAndroid上またはiOSデバイス上でインストールし使用できるモバイルサーヴェイランス

アプリです。XProtect Mobileクライアントがインストールした必要な数だけ使うことができます。さらに情報が必要な

時は、モバイルデバイス上でイページ12のXProtect Mobile Serverサーバーコンポーネントのインストール(システム

管理者用)

l XProtect Web Clientウェブブラウザ内でライブビデオを見る、あるいは録画をダウンロードする

l XProtect MobileサーバーはXProtect Mobile クライアントとXProtect Web Clientユーザーシステムへのアクセスを与

える責任があります。

l XProtect Mobileプラグイン

l Mobile Server Manager

XProtect Mobile クライアントとXProtect Web Clientのためのシステムゲートウェイとしての働きに加えて、オリジナルカメラビデ

オストリームは、クライアントユーザーが視聴可能なバンド幅には大きすぎるケースが多いので、モバイルサーバーはビデオをト

ラ ン ス コー ド 可 能 で す
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1詳細については、ページ12のXProtect Mobile Serverサーバーコンポーネントのインストール(システム管理者用)、またはご

使 用 の 監 視 シ ス テ ム の シ ス テ ム 管 理 者 ガ イ ド を 参 照 し て くだ さい。Milestone Web サ イ ト

(https://www.milestonesys.com/support/help-yourself/manuals-and-guides/)からこのガイドをダウンロードしてください。

XProtect AccessおよびXProtect Mobile (説明付き)

XProtectAccessを使用する場合、XProtectシステムでこの機能の使用を許可する基本ライセンス

を購入しておく必要があります。また、制御する各ドア用のアクセスコントロールドアライセンスも必要

です。

XProtectAccessとXProtectMobileアプリがスマートフォンまたはタブレットにインストールされている状態では以下が可能で

す。

l アクセスポイントでのイベントのライブ監視。

l オペレータによるアクセスリクエストの受理

l アクセスポイントでのイベントの調査。

l ドアの状態の一元化された概要とコントロール。

l カードホルダー情報

アクセスリクエスト

デバイスでアクセスリクエストを受信すると、次のように表示されます。
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アクセスリクエストにより:

l 「閉」、「ロック」等のドアの状態を確認できます。

l ライブビデオを表示できます。

l カードホルダーの詳細(写真や権限レベル)が表示されます。

l ドアを施錠したり、カードホルダーのためにドアを解錠してアクセスを許可することができます

l ライブモードで受信音声を再生できます。

l 1つのカメラからライブビデオを見ている時にプッシュ-トゥ-トーク(PTT)機能を使用する

アクセスリクエストの下にアクセスリクエストが2分間一覧表示されます。これらは以後、[イベント]リストにのみ表示されます。こ

のリストでは、カードホルダーがアクセスを試みた際に録画されたビデオを再生できます。
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要件と注意事項

開始する前に(システム管理者用)
XProtect Mobileアプリを入退室管理の目的で使用するには、次のものが必要です。

l Milestone Care Plusサービス契約

l XProtectAccessを使用するために必要なライセンスこれには、各ドアの基本ライセンスとドアライセンスが含まれま

す。

l VMSシステムに設定、統合された入退室管理システム

l 下記にリストされている製品のいずれか1つを使用している場合は、入退室管理とアクセスリクエストが可能となるよ

う、ユーザープロファイルを設定する必要があります：

l XProtect Corporate

l XProtect Expert

l XProtect Professional+

l XProtect Express+

l XProtect Essential+ (ページ15のサーバーのユーザープロファイルを構成する(システム管理者用)上でユー

ザープロファイルを設定 を参照)

l 下記にリスト化されたうちの1つを使用している場合は、入退室管理を可能にするユーザープロファイル設定が必要

です。アクセスリクエストはデフォルトで可能です。

l XProtect Professional

l XProtect Express (ページ15のサーバーのユーザープロファイルを構成する(システム管理者用) 上でユー

ザープロファイルを設定 を参照)

l App Store℠ またはGoogle PlayからXProtect Mobileアプリをダウンロードして、ご自身のスマートフォンまたはタブレッ

トにインストールする必要があります。

l XProtect Mobileアプリケーションでは、

1. モバイルサーバーのサーバーセッティングを指定しなくてはなりません。(ページ16のモバイルデバイスをモバイル

サーバーに接続するを参照。)

2. サーバー設定では、アクセスリクエスト通知を有効にする必要があります( 「ページ15のXProtect Mobileでアク

セスリクエスト通知を有効化 でアクセスリクエスト通知を有効化」を参照)。

[オペレータのログインが必要]オプションを有効にした場合、XProtect Mobileクライアントで

は入退室管理システムを使用できません。詳細については、監視システムのシステム管理

者マニュアルを参照してください。
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音声を聞くための要件

モバイルデバイスを通じ、VMSシステムのカメラのインカム音声を聞くには、以下を保持していなければなりません:

l マイクがカメラに付随していること

お使いの監視システムにおけるカメラがマイクを付随している場合、追加の設定は必要な

く、音声を再生することができます。カメラツールバーにおける音声アイコンは、音声機能が

有効かどうかを表示します。

l ユーザー権限が不十分です

入ってくる音声機能へのアクセスは、ユーザー権限によって制限されることがあります。ご不明

点がある場合は、システム管理者に確認してください。

l CA認証接続ができるHTTPまたはHTTPS

HTTPS接続を使用するには、証明機関(CA)から入手したデジタル証明書がXProtectMobileサーバーにインストール

されている必要があります。もし自己証明を使用する際には、モバイルデバイスを使用して音声を聞くことはできませ

ん。

CAsはユーザーのアイデンティティーとインターネット上のデータ交換webサイトをデジタル認

証します。CAの例は、Comodo、Symantec、GoDaddyなどの企業です。XProtect Mobile

サーバーの証明書を編集する方法については、監視システムの管理者マニュアルを参照し

てください。

プッシュ・トゥ・トーク使用のための要件

モバイルデバイスを通じ、VMSシステムのカメラのインカム音声を聞くには、以下を保持していなければなりません:

l スピーカー付きカメラ

l ユーザー権限が不十分です

ユーザー権限によっては、プッシュ- トゥ- トーク機能へのアクセスが制限される場合がありま

す。ご不明点がある場合は、システム管理者に確認してください。

l 許可されたXProtect Mobileモバイルデバイスのマイクを使用するアプリ
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l CA認証接続ができるHTTPまたはHTTPS

HTTPS接続を使用するには、証明機関 (CA)から入手したデジタル証明書がXProtect Mobileサーバーにインストー

ルされている必要があります。自己証明を使用すると、モバイルデバイスを使用してプッシュ・トゥ・トーク機能を使うこ

とはできません。

ビデオプッシュ使用の要件

ビデオプッシュを使用し音声つきのビデオをストリームするには、XProtect Mobileアプリがモバイルデバイスのカメラとマイクにアク

セスできるようにしてください。
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インストール

XProtectMobileServerサーバーコンポーネントのインストール(システム管理者

用)
この情報はシステム 管理者優先です。詳細については、監視システムのシステム管理者マニュアルを参照してください。

Milestone Webサイト(https://www.milestonesys.com/support/help-yourself/manuals-and-guides/)からこのガイドをダウ

ンロードしてください。

2013年バージョンおよびそれ以降のバージョンのXProtect製品をインストールするときには、XProtect Mobile Serverコンポー

ネントをインストールできます：

l XProtect Corporate

l XProtect Expert

l XProtect Professional+

l XProtect Express+

l XProtect Essential+

l XProtect Professional

l XProtect Express

l Milestone Husky

l Milestone Arcus

XProtect Mobileを最大限に活用するには、必ず最新バージョンのVMS製品を使用してください。製品についての情報は、

Milestone website (https://www.milestonesys.com/solutions/platform/product-index/)で入手可能です。

Milestonehttps://www.milestonesys.com/downloads/また、XProtect Mobile ServerWebサイト()のダウンロードページで

は、無料でをダウンロードできます。

XProtect Mobile Serverコンポーネントをインストールする場所

監視システムを実行するコンピュータまたは専用コンピュータ上にXProtectMobileServerコンポーネントをインストールします。

システムに10台以上のカメラを設置し、ビデオを同時に表示する場合は、Milestoneでは専用コンピュータにXProtect Mobile

Serverをインストールするよう推奨します。

XProtect Mobileサーバーはさまざまな方法でインストールできます：
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XProtect 製品

インストール方法

動画管理ソフトウェアと同一コンピュータ上にインストール

する場合

専用コンピュータにイ

ンストールする場合

l XProtect

Professional

l XProtect Express

XProtect Professional VMSソフトウェアの標準インス

トールを実行します。このインストールにはXProtect

Mobile Serverが含まれます。

別のXProtect Mobile

Serverインストーラを

実行します。

l XProtect Corporate

l XProtect Expert

l XProtect

Professional+

l XProtect Express+

l XProtect Essential+

XProtect VMSソフトウェアのシングルコンピュータインス

トールを実行します。このインストールにはXProtect

Mobile Serverが含まれます。

別のXProtect Mobile

Serverインストーラを

実行します。

XProtect Mobileプラグインコンポーネントのインストール

Management ClientあるいはManagement Applicationを実行するすべてのコンピュータにXProtect Mobileプラグインをイン

ストール必要があります：

1. XProtect Mobileインストーラを実行します。

2. カスタムインストールを選択し、プラグイン(32ビットまたは64ビット)を選択します。両方インストールしてもかまいませ

ん。

3. Management ClientまたはManagement Applicationをリスタート。

オペレーティングシステム

XProtect Mobile は次のモバイルデバイス用オペレーティングシステムをサポートします。

オペレーティングシステム デバイス

Google Android 6.0以降
Androidをインストールしたスマートフォンやタ

ブレット

iOS 11以降 iPhone, iPad,とiPod Touch

XProtect Mobileモバイルデバイス上でをインストールする

Google PlayまたはApp Store℠からXProtect Mobileアプリケーションをモバイルデバイスに無料でダウンロード
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ストアでのアプリの検索は簡単です。「XProtect Mobile」を検索し、アプリをインストールします。その後、Milestoneロゴアイコ

ンがデバイスに表示されます。XProtect Mobileを開始するには、アイコンをタップします。

デフォルトでは、Milestoneデモサーバーがインストールを行います。サーバーを使用して、アプリをテ

ストします。サーバーはテスト用であるため一部の機能はご利用いただけません。たとえば、PTZ(パン

/チルト/ズーム)コントロールを使用できません。

デモサーバーを削除または編集することはできませんが、サーバーリストで非表示にすることは可能です。サーバーを非表示に

するには［設定］に移動し、［全般］で［デモサーバーを非表示］設定を有効にします。

カメラからビデオを見るには、1つ以上のモバイルサーバーアプリに接続 (ページ16のモバイルデバイスをモバイルサーバーに接

続するを参照).
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設定

サーバーのユーザープロファイルを構成する(システム管理者用)
XProtect Mobileのユーザーが入退室管理を使用してアクセスリクエストをスマートフォンやタブレットに表示して対応できるよ

うに、特定のユーザー権限を有効にする必要があります。VMSシステムによっては、設定が若干異なります。

Management Clientで:

1. セキュリティを展開し、役割を選択します。

2. あなたが変更したい役割を選択してください。

3. 役割設定で、入退室管理タブをクリックします。

4. 次のチェックボックスがまだ選択されていない場合はオンにします。

l 入退室管理の使用 - XProtect Mobileの入退室管理機能を参照するために必要となります。

l 通知を受信する-プッシュ通知としてアクセスリクエストを受信するために必要となります。

5. 必要な役割ごとに、上記の手順を繰り返します。

6. 変更を保存します。

Management Applicationで:

1. 詳細設定 を展開します。

2. ユーザーを展開します。

3. ユーザーを右クリックしプロパティを選択します。ウィンドウが表示されます。

4. 入退室管理 タブで、入退室管理の使用 チェックボックスが選択されていることを確認します。

5. [OK]をクリックします。

XProtect Mobileでアクセスリクエスト通知を有効化

VMSから通知を受け取るには、Milestone Care Plusライセンスを購入する必要があります。アクセ

スリクエスト通知はデフォルトで有効になっています。

サーバーのセキュリティ設定に加えて、XProtect Mobileのサーバー設定でアクセスリクエスト通知を有効にする必要がありま

す。これは、アプリが接続されているすべてのサーバーで行う必要があります。
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1. XProtect Mobileアプリを開き、以下の手順に従います：

l Android -サーバーリスト上で接続したいサーバーに移動し、 をタップしてから［編集］をタップします

l iOS -サーバーリストの右上にある［編集］をタップしてから、接続したいサーバーをタップします

2. ［通知］で［通知の受信］オプションを有効にします。

3. ［通知設定］をタップし、［アクセスリクエスト］を有効にします。

4. ［完了］をタップします。

［アクセスリクエスト］が無効になっていると、いかなるアクセスリクエストについての通知も受けることはなく、またアクセスリクエス

トのリストがXProtect Mobileアプリに表示されなくなります。

アプリの言語を選択

デフォルトでは、XProtect Mobileアプリはデバイスの言語を使用します。たとえば、デバイスがフランス語を使用する場合は、

XProtect Mobileクライアントはフランス語で表示されます。

他の言語を使用するには、デバイスで言語を変更します。XProtect Mobileアプリを再始動して変更内容を適用します。

特定の言語でXProtect Mobileクライアントを使用するには、お使いのデバイスがその言語をサポー

トしている必要があります。

モバイルデバイスをモバイルサーバーに接続する

Google AndroidまたはApple iOSを使用しているデバイスと接続できます。

要件 :

l システム管理者にネットワークとユーザー詳細情報を確認してください。

l アプリがインストールされ、開かれている

l HTTPSコネクションを使用したい際は、認証 管理者 (CA)からのデジタル認証があなたのXProtect Mobile サーバー

にインストールされている必要があります。自己署名証明書の使用時には、XProtect Mobileアプリを使用してモバイ

ルサーバーに接続することはできません。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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以前に使用したことのないサーバーに接続する

1. モバイルサーバーを検索するためにローカルネットワークをスキャンするにはサーバーの追加をタップします。

2. サーバーを手動で追加をタップして手動で追加するサーバーを選択できます。

l サーバー名、IPアドレス、ユーザーのログイン資格情報を入力し、 をタップして保存します。デバイス上の

サーバーリスト内にサーバー名が表示され、選びたいものを選ぶことが可能です。ユーザーは監視システムで

設定する必要があります。

3. あるいは、次の操作を行うことができます:

l デフォルトでは、接続はHTTPを使用します。HTTPSを使用するには、セキュア接続チェックボックスを選択し

ます。

l スタート時は、XProtect Mobileデフォルトサーバーとして設定されたこのモバイルサーバーに常に接続されて

います。

l Android -サーバーをデフォルトに設定するには をタップします。現在デフォルトに選択されている

サーバーには、 アイコンが表示されます

l iOS -サーバー設定画面で、［デフォルトのサーバー］設定を有効にします

l アラームがトリガーした際、またはデバイスに問題が発生した際に通知が送られるようにするには、［通知の受

信］チェックボックスを選択します( 「ページ20の通知の有効化または無効化」を参照)

以前使用していたサーバーに接続する

1. モバイルサーバーを検索するためにローカルネットワークをスキャンするにはサーバーの追加をタップします。

2. 以前接続したことのあるすでに追加されたサーバーグループリスト1つ以上のサーバーをタップし、[保存 ]をタップしま

す。

3. XProtect Mobile Serverの資格情報でログインし、接続をタップします。

次回接続するときに資格情報の入力を省略するには、[資格情報を保存する]チェックボック

スを選択します。

サーバーの一意のIDを入力して接続する

この接続方法は、アドレスブックサービスを使用し、Milestone Care Plusサブスクリプションパッケー

ジが必要です。

サーバーの一意のIDについては、システム管理者に確認してください。
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1. モバイルサーバーを検索するためにローカルネットワークをスキャンするには+またはサーバーの追加をタップし、IDで

サーバーを追加をタップします。

2. IDを入力し、[保存 ]をタップします。

3. XProtect Mobile Serverの資格情報でログインし、接続をタップします。

次回の接続時に資格情報の入力を省略するには、サーバー設定画面で［資格情報を保

存］設定を有効にします。

eメールから接続

この接続方法は、アドレスブックサービスを使用し、Milestone Care Plusサブスクリプションパッケー

ジが必要です。

システム管理者があなたにサーバー固有の識別子を含んだeメールを送ります。IDを使用して、モバイルデバイスをモバイル

サーバーに接続します。

1. モバイルデバイスで、システム管理者からのeメールを探す。

2. XProtect Mobileがインストールされていない場合は、ダウンロードXProtect Mobileをタップし、ダウンロードできるス

トアに移動します。

3. XProtectMobileがデバイスにインストールされたら、をタップします。XProtectMobileにお使いのサーバーを追加しま

す。

4. 接続するモバイルサーバーをタップします。

5. モバイルサーバーのログイン資格情報を入力し、接続をタップします。

モバイルサーバーの接続設定

モバイルサーバーをXProtect Mobileアプリに追加するには、以下を設定してください:

設定 説明

名前

サーバーの名前。

デバイス上のサーバーリスト上に名前が表示され、追加したいものをどれで

も選ぶことができます。

アドレス
XProtect Mobile Serverを実行しているコンピュータのIPアドレス。IPアドレ

スがわからない時は、コンピュータのホスト名を挿入してください。
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設定 説明

ポート

XProtect Mobileクライアントがサーバーと通信するために使用するポート番

号。デフォルトポートは8081です。安全な接続のために、デフォルトポートは

8082です。

ポート番号を編集する場合、サーバー側の対応するポート番号も編集する

必要があります。そうでない場合、XProtect Mobileアプリとサーバーが通信

できません。

安全な接続
モバイルサーバーが1つのHTTPSコネクションを使用中かを表示します。詳

しくは、システム管理者に確認してください。

ユーザー名 ユーザー名。

パスワード

パスワード。ユーザー名 とパスワードは、XProtect 基 本 ユーザー

(Management ClientまたはManagement Applicationで設定)、またはドメ

インユーザーのいずれかに基づきます。

資格情報を保存
次回アプリを開くときに、XProtect Mobileでユーザー名とパスワードを記憶

するかどうかを示します。

デフォルトサーバー
XProtect Mobileを開くときに、このサーバーにログインするかどうかを示しま

す。

通知の受信 通知を受け取るかどうかを示します。

通知設定

希望する通知のタイプを表示します:

l すべてのアラーム - アラームの所有者やソースに関係なく、いずれか

のアラームがトリガーした時点で通知が送られます。

l マイアラーム - 自身が所有するアラームがトリガーした時点で、また

は他の人物があなたに対してアラームを割り当てた時点で通知が送

られます。

l アラームの無効化 -イベントによってアラームがトリガーしても通知は

送られません。ただし、これらのアラームイベントを［アラーム］で確

認することはできます

モバイルサーバーへの接続の表示と編集

たとえば、セキュアな接続への変更を加えたり、デフォルトサーバーとして別のサーバーを選択するには、モバイルサーバーへの

接続のため設定を表示および変更できます。

1. ［サーバー］画面で：

l Android -サーバーのリストで関連するサーバーの をタップし、[編集]をタップします。

l iOS -［編集］をタップしてから［サーバー接続］をタップし、次に該当するサーバーをタップします
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2. 設定を表示および編集します。

l オートマチックコネクション-スマートコネクト機能を可能にする。これによりサーバーのアドレスが変更されても、

モバイルサーバーに接続できるようになります。システム管理者がサーバーでこの設定を行う必要があります。

l 安全な接続 -接続時にHTTPS使用。デフォルトでは、接続はHTTPを使用します。

HTTPSコネクションを使用したい際は、認証管理者 (CA)からのデジタル認証があな

たのXProtectMobileサーバーにインストールされている必要があります。自己署名

した証明書の使用時には、XProtectMobileアプリを使用してモバイルサーバーに接

続することはできません。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

l ユーザー詳細 -ログイン資格情報

l クレデンシャル情報を保存 -ログイン資格情報を記憶させる

l デフォルトサーバー-XProtect Mobileの起動時に常にこのサーバーに接続します

3. 手動でアドレスを追加するには、[サーバー接続 ]、[アドレスの追加 ]をタップし、IPアドレスとポート番号を入力します。

通知の有効化または無効化

監視システムにおいてイベントやアラームを設定した時は、XProtectMobileイベントやアラームのきっかけや、デバイスやサー

バーに何か問題がある時に、通知を送ることができます。アプリが開いている場合、XProtectMobileは、アプリに通知を表示

します。

通知の有効化または無効化

デフォルトでは、通知はサーバーの追加時に有効になります。これらの通知は、XProtectMobileアプリが開いている際に送ら

れます。

1. XProtect Mobileを開き、次の操作を行います。

l Android -サーバーリスト上で接続したいサーバーに移動し、 をタップしてから［編集］をタップし、次に［通

知］で［通知の受信］を有効または無効にします。

l iOS - サーバーリストの右上にある［編集］をタップします。サーバーリスト上で接続したいサーバーに移動し、

［通知］で［通知の受信］を有効または無効にします

［通知の受信］を無効にすると、サーバーステータス通知しか送られなくなります。
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2. 通知を受けたいアラームを指定するには、［通知設定］をタップして以下のいずれかを実行します：

l アラームを有効にする：

l ［すべてのアラーム］を選択 - アラームの所有者やソースに関係なく、いずれかのアラームがトリガーし

た時点で通知が送られます

l ［マイアラーム］を選択 - 自身が所有するアラームがトリガーした時点で、または他の人物があなたに

対してアラームを割り当てた時点で通知が送られます

l アラームを無効化 -イベントによってアラームがトリガーしても通知は送られません。ただし、これらのアラームイ

ベントを［アラーム］で確認することはできます。

3. ［完了］をタップします。

プッシュ通知の有効化

プッシュ通知は、Milestone Care Plusライセンスを購入された場合にのみ利用できます。

アプリが開いていない場合でも、XProtect Mobileの通知を希望する場合は、プッシュ通知を有効にします。プッシュ通知が

モバイルデバイスに送信されます。モバイルデバイスの通知設定により、通知方法が決まります。たとえば、バナーを表示した

り、別の音を鳴らすことができます。

1. XProtect Mobileを開き、上記のステップに従って通知を有効にします。

2. プッシュ通知を有効にするには：

l Android - XProtect Mobileの横にある をタップし、［設定］をタップしてから、［全般］で［プッシュ通知］

設定を有効にします

l iOS - お使いのデバイスの設定に移動します。XProtect Mobileをタップしてから、［通知］をタップします。

［通知を許可］設定を有効にします

ボタンと設定の概要

このトピックでは、XProtect Mobileのボタンと設定の一覧を示し、説明します。アプリで操作方法がわからない項目がある場

合は、ここを参照できます。

サーバーにログイン後は、AndroidのトップバーとiOSのボトムタブで以下のオプションが可能です:

オプションはそれらを表示する権限がある場合にのみ表示されます。その場所はManagement

Client、またはManagement Applicationです。
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名前 説明

ビュー( Android)

(iOS)

利用可能なビューが表示されるほか、プレビューも確認できます。(ライブまたは録

画)から見たいビデオを見るを選択。調査を作成することもできます。

ア ク ショ ン

( Android)

(iOS)

アクセスアウトプットとイベントをアクティベート

調査( Android)

(iOS)

XProtect Web ClientまたはXProtect Mobileクライアントで作成された調査を表

示します。

( Android)

(iOS)

ビデオプッシュを使用すれは、モバイルデバイスのカメラから音声付きビデオを監視

システムにストリーミングできます。

アラーム( Android)

(iOS)
アラームを表示または応答します。

用途により追加ボタンも使用できます。

名前 説明

アクション カメラの選択ビューに対するアクションリストが表示されます。

選択したカメラに対するアクションリストが表示されます。

サーバーを追加す

る

ローカルネットワークをスキャンして、利用可能なモバイルサーバーがないか探しま

す。

IDとともにサーバー

を追加する

固有サーバーの識別子を使用してサーバーを追加。この接続方法は、アドレス

ブックサービスを使用し、Milestone Care Plusサブスクリプションパッケージが必要

です。

サーバーを手動で

追加する
サーバーの名前、IPアドレス、ユーザーログイン資格情報を入力する。

キャンセル 最後の動作を取り消す。

クローズ このページをクローズして前のページに戻る。

完了 現在のページの仕事を完了したことを意味します。

編集 サーバーの設定を編集します。

( Android)

(iOS)

カメラのビューにフィルターをかけます。デフォルトで、選択された全てのビュー
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名前 説明

履歴( Android)

最新の履歴( iOS)
録画の一覧を表示します。

ライブPiPを非表示

/表示 (再生モード

で)

ライブモードのために小さなピクチャーインピクチャーを表示する/消す(PiP)ライブを

隠す/表示PiPをタップまたはPiP見るをダブルタップでライブモードへ戻る。

調査 調査を作成します。

( Android)

(iOS)

ビデオ録画を再生します。

( Android)

(iOS)

ビデオ録画の次のシーケンスを再生します。

(ライブモード

中)
再生モードからライブモードへ切り替えます。

ライブ(再生モード

で)
ダブルタップ操作で、再生モードをライブモードに切り替えます。

(再生

モード中)
ビデオ録画内の特定の時間に移動します。

X1 再生速度を選択するリストが開きます。

( Android)

(iOS)

PTZモードに入ります。スクリーンにPTZコントロールが表示され、これを用いて選

択したカメラのパン、チルト、ズームイン操作ができます。PTZカメラ以外の場合は

グレー表示になります。

( Android)

プリセット( iOS)

選択したカメラのPTZプリセット位置が表示されます( PTZカメラのみ)。

ユーザーマニュアル | XProtect® Mobileクライアント2020 R1

23 |設定



名前 説明

( Android)

設定( iOS)

表示または変更：

l 全般設定：常に稼働、デモサーバーの非表示化、匿名使用データの提

供

l ビデオ画質設定：1秒あたりのフレーム数( FPS) 、帯域幅または画質の最

適化、低ビデオ解像度を使用

l コントロール設定：ビデオコントロールを自動的に非表示化とデフォルトの

PTZコントロール

XProtect Mobileの使用について詳しくは、［ヘルプ］リンクをタップして参照してくだ

さい。

ビデオプッシュ設定

［ビデオプッシュ］画面で、［設定］に移動して以下を表示または変更します：

l ビデオ解像度

l 画質

l 位置データ

(XProtect Corporate、XProtect Expert、XProtect Professional+、XProtect

Express+、およびXProtect Essential+のみ)

スナップショット

現在のフレームのスナップショットを撮影します。スナップショットは次のように保存

されます:

l ス ナップ ショットは デ バ イ ス の SD カー ド へ 保 存 され ま す:

/mnt/sdcard/Milestone( Android)。

l スナップショットはお使いのデバイスの［フォトライブラリ］に保存され、以後

デバイスの［写真］をタップすることでアクセスできます( iOS)。

保存場所は変更できません。

ビューまたは特定のカメラを探す

l 全てのPTZカメラを探すには「ptz」と入力します

l すべてのマイク付きのカメラを探すには「音声」と入力します

l 全てのスピーカー付きカメラを探すには「ptt」と入力します

マイク付きカメラからインカム音声を聞く、を開始またはストップ

スピーカー付きカメラのプッシュ-トゥ-トーク(PTT)機能を開始またはストップg
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モバイルデバイスからのビデオのストリーム(説明付き)
ビデオプッシュでは、モバイルデバイスのカメラからXProtect監視システムにライブビデオをストリームできます。

これは、例えば、調査中のエビデンスを取集中の時などに便利です。

「モバイルデバイスからビデオをストリームするのはどのようなときですか？」

l 入口に群衆が集まっていて、制御室を見せたい

l ある犯罪行為を目撃し、犯人の映像がほしい場合

l 目撃者にインタビューをしていて、回答を録画したい場合

l 警備員が状況を処理していて、その行動を文書化したい

管理者はビデオプッシュを設定する必要があります。

ビデオプッシュを使用する前に、システム管理者はManagement Client、あるいはManagement Applicationで次の手順を

実行する必要があります。

l モバイルサーバーへのチャネルの追加

l ビデオプッシュドライバーをハードウェアデバイスとして追加する

l ビデオストリーミングに使うカメラにつながっているマイクを有効にします。

l デバイスからビデオをストリームできるユーザーを指定する

ビデオプッシュは、横長モードまたは縦長ードで利用できます。

さらに情報が必要な時は、監視システムの管理者マニュアルを参照してください。

モバイルデバイスでのビデオストリームの設定

Androidのセッティング

［ビデオプッシュ］画面で をタップします。

［ビデオプッシュ設定］画面で以下を指定します：

l ビデオ解像度 -ビデオストリームの解像度は低、中、高、HDのいずれかに設定できます。

l 自動画質 -有効にすると、ビデオストリームの画質が自動的に調整されます

l ビデオストリームの画質を低、中、高に設定することもできます
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l 位 置 データ (XProtect Corporate、XProtect Expert、XProtect Professional+、XProtect Express+、および

XProtect Essential+のみ) -有効にすると、ビデオのストリーミング中に自身の位置についての詳細を含めることができ

ます。これには、デバイスで位置情報をオンにする必要があります。

iOSのセッティング

［ビデオプッシュ］画面で［設定］をタップします。

［ビデオプッシュ設定］画面で以下を指定します：

l ビデオ解像度 -ビデオストリームの解像度は低、中、高、HDのいずれかに設定できます。

l 画質 - XProtect Mobileによる画質の自動調整を許可するか、または画質を低、中、高のいずれかに設定します。

デフォルトでは、自動画質が有効になっています。これは、ビデオの品質に影響する可能性があります。

接続速度が遅い場合、安定したFPSが得られるようXProtect Mobileクライアントにより画

像の圧縮が変更されます。サーバーにより、ライブビデオを見る際のサービスのクオリティは異

なります。

l 位置データ(XProtectCorporate、XProtectExpert、XProtectProfessional+、XProtectExpress+、およびXProtect

Essential+のみ) -有効にすると、ビデオのストリーミング中に自身の位置についての詳細を含めることができます。

受信音声の再生(説明付き)
XProtect Mobile クライアントがインカムオーデイオをサポートしている時 :

l ライブビデオを見る(ページ29の生のビデオを閲覧するを参照)

カメラに付随のマイクから入ってくるライブ音声は、もしこれらのカメラからのライブビデオスト

リームが無い場合でも再生可能です。

l ビデオ録画を再生する(ページ35のビデオ録画の検索と表示を参照)

音声の受信は以下の場合においても利用可能です：

l 調査 (ページ37の調査の表示または作成を参照)

l アラーム (ページ39のアラームを表示を参照)

l アクセスコントロール (ページ42のドア表示して対応する、ページ43のアクセス要求への応答、ページ44の入退出管

理イベントの調査を参照。)
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プッシュ・トゥ・トーク(説明付き)
この機能により、VMSシステムを介した通信が可能となります(モバイルデバイスのマイクを使用して、音声装置付きビデオカメ

ラの付近にいる人々と通信できます)。再生モード時には、録音された会話も再生することができます。

XProtect Mobile クライアントがサポートするプッシュ-トゥ-トーク(PTT)機能 :

l 1つのカメラからのライブビデオを見ている間 (ページ29の生のビデオを閲覧するを参照)。

l ビデオ録画に録音された送信音声を再生する間(ページ35のビデオ録画の検索と表示を参照)

l 調査中(ページ37の調査の表示または作成を参照)

l アラーム発生時(ページ39のアラームを表示を参照)

l 入退室管理中(ページ42のドア表示して対応する、ページ44の入退出管理イベントの調査、ページ43のアクセス要

求への応答を参照)

XProtect Mobileクライアントアプリがあなたのモバイルデバイスのマイクにアクセスするのを許可しな

ければなりません。(ページ10のプッシュ・トゥ・トーク使用のための要件参照)。

プッシュ-トゥ-トーク(PTT)機能が使用可能の時、カメラツールバーにプッシュ・トゥ・トークボタンが現れます。そのアイコンは

以下の状況を表しています:

アイコン 説明

(可能)

ライブモードでは、プッシュ・トゥ・トーク(PTT)機能が使用可能であり、使用条件も

すべて満たしていることを示します。使用開始するにはタップ& ホールド音声の送

信を終了するには、ボタンをリリース。

(アクティブ)

ライブモードでは、現在プッシュ・トゥ・トーク(PTT)機能が使用中であることを示しま

す。モバイルデバイスのマイクとビデオカメラのスピーカーはアクティブな状態です。ブ

ルーのパルスサークルはサウンドレベルを示しています。

(使 用 不

能)

ライブモードでは、プッシュ・トゥ・トーク(PTT)機能は使用可能ながらも、使用条件

を満たしていなかったことを示します(ページ10のプッシュ・トゥ・トーク使用のための要

件を参照)。
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アイコン 説明

(Android)

(iOS)

( をタップした際に)再生モード時に、録音した受信 /送信音声をビデオ録画の再

生中に再生できること、ならびに再生したい音声ソースを選択できることを示しま

す。

プッシュ・トゥ・トーク割り込みのルール

ユーザー権限のレベルに従い、(管理者またオペレータ)、ライブモード中のプッシュ・トゥ・トークセッションには中断の2つのルー

ルがあります:

l ユーザー権限が同レベルのユーザーは互いに割り込んではならない。

l ユーザー権限が低いレベルのユーザー(オペレータ)はユーザー権限が高いレベルのユーザー(管理者)に割り込んでは

ならない。
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操作

XProtect Mobileアプリにログインする

システム管理者がユーザーアカウントに2要素認証を設定している場合、XProtect Mobileアプリにログインし、サーバーに接

続する際、追加のログインステップが要求されます。

最初にあなたのユーザー名とパスワードを入力してください。次にeメール経由で受け取った認証コードを入力してください。

2要素認証でログインする

1. XProtect Mobileアプリアイコンをタップします。

2. サーバーのリストから関連するサーバーをタップします。

デフォルトサーバーを指定している場合、サーバーリストは表示されません。

3. システムがeメールアドレスに送った認証コードが要求されます。詳しくは、システム管理者にメールアドレスについて

確認してください。

4. メールプログラムを開き、番号をメモします。

5. XProtect Mobileアプリでコードを入力し、 をタップして保存します。

ビデオを表示する準備ができました。

指定された時間内にに(デフォルト時間は5分)、認証コードを使用しないと、その認証コードはタイムアウトになります。コード

入力ページでは新しいコードが要求されます。

規定回数を越えると(デフォルトは3回)、ブロックされます。ブロックされた場合にはXProtect Mobileアプリからログアウトし、ロ

グインし直します。

生のビデオを閲覧する

XProtect Smart Clientがビューに設定されている時のみ、ビデオを見ることができます。XProtect Mobileではビューを作成で

きません。また、XProtect Mobileクライアントはビデオのみを表示します。XProtect Smart Clientのビューに、マップ、テキス

ト、HTMLページなどの他のタイプのコンテンツがある場合は、そのコンテンツは表示されません。

サーバーに接続すると、XProtect Mobileクライアントはビューを一覧表示します。

l Android -ビューにアクセスするには[ビュー]をタップします。

l iOS -ビューにアクセスするには をタップします。

ビューの一覧には次の情報が表示されます。
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l ビューのタイプ。これはすべてのカメラ、全員がアクセスできる共有ビュー、あるいはご自身で設定したプライベート

ビューで、自分だけがアクセスできるXProtect Smart Clientプライベートビューになります。

l ビューの名前。たとえば、建物Aです。

l ビューで使用可能なカメラ数

カメラからライブビデオの表示を開始する

1. 内臓カメラを表示するにはビューをタップ

2. カメラのプレビュー画像をタップします。

3. オプション使用中の音声を開始するには をタップ、ストップするには をタップ。(スピーカー付きカメラのみ)

4. オプションプッシュ・トゥ・トークをスタートするには タップ&ホールド 音声の送信をストップするにはアイコンを

リリース。(スピーカー付きカメラの場合のみ)。

カメラからライブビデオの表示を停止するか、別のカメラを表示する

ライブビデオの表示を停止するには、

l Android -デバイスでバックボタンをタップ。

l iOS -左上の[閉じる]をタップします。

ビューの別のカメラからビデオを表示するには、

l 右または左にスワイプします。

カメラインジケータ

カメラインジケータには、カメラがモーションを検出しているのか、またはビデオを録画しているのか、あるいはその両方であるの

かが示されます。カメラインジケータはカメラタイトルバーに表示されます。

シンボル
動きが検知されて

いるか？

ビデオが録画されて

いるか？

✔

✔

✔ ✔
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特定のカメラの検索

大量のビューとカメラがある場合は、カメラ名を検索して、カメラを見つけることができます。

1. ビューリストの上にある をタップします。

2. カメラの名前を入力します。

ビューのフィルタリング

特別なタイプのビューを見たい時、またはビューを少なくしたい時はフィルターを適用できます。すべてのビューは、表示されるか

フィルタリングされるかに関係なく、フィルタをタップすると表示されます。もう一度ビューを含めるよう、いつでも選択できます。

ビューのフィルタリング方法は、デバイスのオペレーティングシステムによって異なります。

1. ビューをフィルタリングするには、

l Android -右上の をタップします。フィルターが常時適用されている場合は、アイコンにチェックマークが付

けられます

l iOS-右上の をタップします。フィルターが常時適用されている場合は、青いアイコンが示されます

2. ビューを含めたり除外したりするには、ビューをタップするか、スライダーを使用します。

3. フィルタを適用し、ビューの一覧に戻るには、

l Android -右上の をタップします。

l iOS -右上の[完了]をタップします。

フィルタの選択を破棄します。

選択を保存していない場合は、破棄できます。

l Android -左上の をタップします。

l iOS -選択を手動で取り消します。
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フルスクリーンでライブビデオとインターアクトする

PTZ(パン/チルト/ズーム)制御とPTZプリセット位置を使用する

PTZ(パン/チルト/ズーム) カメラからビデオを表示している場合は、PTZまたは をタップして、PTZコントロールを使用しま

す。コントロールを一度タップすると、1ステップパンまたはズームします。

システム管理者がManagement ClientあるいはManagement ApplicationでPTZカメラのPTZプリセットを作成した場合は、

PTZモードでデバイスのPTZプリセットを使用できます。PTZプリセット位置はビューの事前指定された位置です。

デバイス上のオペレーティングシステムによりどのようにプリセットPTZにアクセスするか。

l Android - をタップします。

l iOS -［PTZ］をタップし、［メニュー］をタップして［プリセット］を選択します

[プリセット]コンテキストメニューまたはページで、プリセットを選択して、使用します。

ズームインまたはズームアウト

ズームインまたはズームアウトを実行し、ビデオを詳細に確認できます。

l ズームインするには、ピンチアウトするか、+をタップします。

l ズームアウトするには、ピンチインするか、-をタップします。

XProtect Mobile はデジタルズームを使用します。

画像の切り取りまたは画面に合わせたサイズ調整

スクリーンにイメージがフィットするようにリサイズしたり、切り取りが可能です。デフォルトでは、画像は画面に合わせて調整さ

れています。

画像の外側の部分は削除されます。フルスクリーンでイメージをクロップするには2度タップ。イメージのアスペクト値は保存され

ます。

ビューの他のカメラを表示する

ビューに他のカメラがある場合は、左右にスワイプし、ビデオを表示できます。

再生モードへの切替え

録画中に確認したいものがある場合は、再生モードに切り替えてビデオの確認または調査を開始することができます。
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調査中にもライブビデオに目を通すには、［PiPを非表示 /表示］をタップしてピクチャ・イン・ピクチャを

オンにします。

l 再生モードに切り替えるには、 をタップします

ピクチャ・イン・ピクチャの使用

調査したい対象があるが現在の状況の観察をやめたくない場合、ピクチャー-イン-ピクチャー(PiP)で、ライブビデオとビデオ再

生を同時に表示できます。
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オンにするPiP:
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1. カメラからのライブビデオの視聴中に をタップします。

2. あなたのデバイスのオペレーティングシステムにより:

l Android - をタップしてから、［PiPを非表示/表示］をタップします

l iOS -［メニュー］をタップしてから、［PiPを非表示/表示］をタップします

においてインカム音声は使用できませんPiP。

ライブビデオに戻る

全画面でライブビデオを表示するには、PiPウィンドウをタップします。

スナップショットの作成

ライブビデオを見たり、再生するとき、また、興味のあるものを見つけたとき、そのスナップショットを撮ることができます。

スナップショットはモバイルデバイスに保存されます。

l Android-デバイスのSDカード( /mnt/sdcard/Milestone)に保存されたスナップショットを表示します。

l iOS-フォトライブラリのスナップショットを表示します。

保存場所は変更できません。

ライブモードまたは再生モードでスナップショットを撮るには:

l Android -ライブモードで をタップします。再生モードで をタップし、次に[スナップショット]をタップ

l iOS -ライブモードで をタップします。再生モード中に をタップします。

ビデオ録画の検索と表示

再生モードでは、カメラから録画ビデオにアクセスできます。

カメラでビデオ録画を表示する

オペレーティングシステムによりどのように録画デバイスアクセスにアクセスするか。
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1. カメラを含むビューで、カメラのプレビュー画像をタップします。

2. をタップします。

3. カメラから録画のリストを表示するには:

l Android - をタップし、[履歴 ]をタップします。

l iOS -上のナビゲーションバーで、[メニュー]をタップし、[最近の履歴 ]をタップします。

録画されたビデオの再生

タイムラインコントロールを使用し、録画されたビデオを再生します。コントロールはユーザーの操作に応じて表示されたり非表

示になったりします。

l -スライダーを使用して特定の時点に移動

l -再生速度を上げる/下げる

l ビデオを順方向または逆方向に再生および一時停止

l 前または次のフレームに移動する

l PiPを非表示 /表示 - ピクチャ・イン・ピクチャウィンドウ内で、カメラからのライブビデオを表示または非表示にします

( 「ページ33のピクチャ・イン・ピクチャの使用」を参照)

ビデオ録画の音声を再生

l 録音した受信音声を再生するには、 をタップして[音声ソース]リストを開き、[マイク]を選択します。これで、ビデオ

録画の再生と合わせて音声の再生が始まります(マイク付きカメラのみ)。

l 録音した受信音声と送信音声を再生するには、 をタップして[音声ソース]リストを開き、ビデオ録画の再生と合わ

せて再生したい音声デバイスを選択します(マイクとスピーカー付きカメラのみ)。オプションは以下のとおりです。

l [すべてのソース] -録音された受信音声と送信音声の両方を再生します

l [マイク] -受信音声のみを再生します

l [スピーカー] -送信音声のみを再生します

l [音声オフ] (デフォルト)
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音声の再生は、ビデオ録画が存在し、かつ録画を通常のスピードで再生する場合にのみ可能で

す。

その他の録画の読み込み

最新の履歴 または履歴 リストで希望するシーケンスが見つからない時、またさらに録画が可能な時は、さらに読み込んで調

査可能です。

l AndroidおよびiOS - [その他の読み込み]をタップします。

調査の表示または作成

XProtect Web Clientで調査を使用している場合は、XProtect Mobileを使用して、ビデオと調査を表示、作成、および削除

できます。調査からビデオをプレビューできますが、モバイルデバイスにダウンロードすることはできません。

実行中の調査と完了した調査の表示

モバイルデバイスのオペレーティングシステムによる調査にどのようにアクセスするか。

上から下へ調査のリストをスワイプすることで、リストを素早く更新できます。このリストのトップにある

必要があります。あるいは、スクロールしてください。

1. 調査へ行く:

l Android - [調査 ]をタップします。

l iOS - [ナビゲーション]ペインで、 [調査]をタップします。

2. オプション：調査ページでは調査をフィルタリングできます。

l 個人の調査 -自分の調査を表示します

l すべての調査 -他のユーザーが作成した調査と自分の調査を表示します。管理者はこの操作ができる必要

があります。

3. 調査の詳細を見るには、調査をタップ。

4. 調査でビデオを視聴するには:

l AndroidとiOS - [カメラを表示]をタップします。
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調査の作成

調査を作成すると、モバイルデバイスではなく、接続先のモバイルサーバーにビデオが保存されます。デバイスでビデオを表示

するには、サーバーに接続する必要があります。

1. 録画したカメラを見つけ、動画を最大化するためにプレビューイメージをタップ。

2. [再生] をタップし、次に:

l Android - をタップしてから[調査]をタップします。

l iOS -タップメニュー、調査をタップ。

3. 調査期間を定義するための時間を指定します。

4. [作成 ]をタップします。

調査で音声を再生する

音声デバイス(マイクとスピーカー)が接続されたカメラで調査を作成した場合、通常スピードで録画を再生する際に、録音さ

れた受信 /送信音声を再生することができます(ページ35のビデオ録画の検索と表示を参照)。

デバイスから監視システムにビデオをストリームします。

システム管理者がManagement ClientまたはManagement Applicationでビデオプッシュを設定し、使用可能にした場合

は、デバイスから監視システムに音声つきビデオをストリームすることができます。詳細については、「ページ25のモバイルデバイ

スからのビデオのストリーム(説明付き) 」と「ページ11のビデオプッシュ使用の要件」を参照してください。

ビデオプッシュのアクセスと使用方法は、デバイスのオペレーティングシステムによって異なります。

1. ビデオプッシュへのアクセス:

l Android -ナビゲーションバーで をタップします

l iOS -ナビゲーションバーで をタップします

2. デバイスの前面カメラまたは背面カメラを用いてビデオをストリーミングするには：

l AndroidとiOS - をタップします

3. ビデオのストリーミング開始 :

l Android - をタップします。

l iOS - をタップします。

4. オプションビデオプッシュの音声を開始する:
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l AndroidおよびiOS - をタップします。

5. オプションビデオプッシュの音声を停止する:

l AndroidおよびiOS - をタップします。

6. レコーディング停止：

l Android - をタップします。

l iOS - をタップします。

関心がある瞬間をブックマークに登録

XProtect VMS製品ではブックマークを使用できます。

後で調査したいものを見つけた時は、ビデオ録画中のビデオのモーメントをブックマークできます。

ブックマークを追加するには:

l Android -右上の をタップします。

l iOS -左上の[ブックマーク]をタップします。

ストリームしたビデオの調査

XProtect Mobileはストリームするビデオを録画し、調査できるようにします。

1. ビデオプッシュカメラのビューに移動します。

2. カメラをタップして、全画面に移動します。

3. 録画を再生するには、 をタップします。

4. 再生コントロールを使用して、ビデオを調査します。

アラームを表示

様々なイベントをアラームのきっかけとすることができます:

l カメラが動作を停止した。

l 窓ガラスが砕けた、または壊れた。

l ロッカーに侵入された。
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l カメラでブラックリストに入っているナンバープレートが確認された。

アラームを閲覧するには、システム管理者にアラームを設定し、また十分なユーザー権限をあなたに

与えるよう依頼してください。

アラームを見る:

1. [アラーム]を開きます:

l Android - [アラーム]をタップします。

l iOS - をタップします。

2. [全てのアラーム]リストからビデオを見たいアラームを見つけてそれをタップします。

3. アラームの詳細を見る：

l イベントの種類

l 発生時期

l アラームの状態

l アサインした人へ

l アラームのプライオリティ

4. ビデオを再生するには:

l Android - [カメラを表示]をタップします。

l iOS - をタップします。

5. ビデオを巻き戻したり早送りしたり、あなたが見ているイメージが撮られた時間を確認できます。

6. オプションカメラに音声デバイス(マイクとスピーカー)が接続されている場合、通常のスピードでビデオ録画を再生する

際に、録音された受信 /送信音声を再生することができます(ページ35のビデオ録画の検索と表示を参照)。

7. ビデオを後で保存するまたは他の人と共有する:

l Android - をタップしてから[調査]をタップします。

l iOS -上記のナビゲーションバーでメニューをタプ、その後、調査をタップ。

8. 調査期間を定義するための時間を指定します。

9. [作成 ]をタップします。

XProtect Mobileでアクションを使用する

システム管理者が権限を付与した場合は、必要に応じて、アクションをトリガーできます。クライアントでは、アクションは、アク

ティブ化できる出力およびイベントです。たとえば、次のことができます。
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l 録画を開始または停止する

l 別のフレームレートへの切り替え

l SMSおよび電子メール通知のトリガー

l PTZカメラをPTZプリセット位置に移動する

l ハードウェア出力をアクティブ化

アクションの表示とトリガー

見て、アクションのきっかけが可能です:

l ビューの一覧

l ライブビデオを表示するとき

l アクションページ

[アクション]ページでアクションを表示

1. 出力とイベント別にグループ化されたアクションのリストを表示するには:

l Android - [アクション]をタップします。

l iOS - をタップします。

アクションのトリガー

1. アクションをトリガーするには、以下のいずれか1つを実行します。

l AndroidおよびiOS-アクションの一覧で、アクションをタップし、トリガーすることを確認します。

l AndroidとiOS -ライブモードで、カメラツールバーの をタップし、カメラに関連付けられているアクションと、ト

リガーしたいアクションを選択します。

通知に応答する

XProtect Mobile はあなたがアプリを使用していない時でも、何かを通知することが可能です例えば、アラームを鳴らすきっか

けがありシステムが通知する時。

今/後で反応

すぐに応答するには、通知をタップして、XProtect Mobileを開き、何が起こったのかを調べます。このときに、XProtect Mobile

は通知を保存しません。

すぐに反応したくない時は、通知を後で見ることができます:
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l Android -通知領域に移動します。通知ドロアを開き、詳細を表示します。

l iOS -ロック画面またはNotification Centerに移動します

ドア表示して対応する

ドアの状態 ,例えば閉開状態のチェック、ライブビデオの確認、ドアをモニタリングしているカメラから録画されたビデオの再生が

できます。カメラに音声デバイスが接続されている場合は以下も可能です:

l 受信音声を再生する、およびライブモード中にプッシュ・トゥ・トーク(PTT)機能を使用する

l 再生モード時に受信音声と送信音声を再生する

ドアの状態によって、ドアをロックまたはロック解除できます。

ロックおよびロック解除が標準オプションですが、他のコマンドがアクセス制御システムで定義されてい

る場合があります。

1. [入退室管理]を開きます:

l Android - [入退室管理]タブをタップしてから をタップし、[ドア]を選択します。

l iOS - をタップしてから[ドア]をタップします。

ドアのリストが表示されます。

2. 見たいドアをタップ。

3. ドアをモニターしているカメラからライブモードでビデオを見る。

4. オプションインカム音声をスタートするには 、ストップするには をタップします。(マイク付きカメラの場合のみ。)

5. オプション プッシュ-トークを開始するには、タップしてそのまま押し続ける。 音声の送信をストップするにはア

イコンをリリース。(スピーカー付きカメラの場合のみ)。

6. 必要に応じて、ドアをロックまたはロック解除します。ドアの状態が変わります。

7. ビデオを再生するには、ライブ画像をタップしてから をタップします。再生モードでも、ライブモードでビデオストリー

ムを見ることができます。

8. オプションカメラに音声デバイス(マイクとスピーカー)が接続されている場合、通常スピードでビデオ録画を再生する際

に受信 /送信記録音声を聞くことができます(ページ35のビデオ録画の検索と表示を参照)。
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アクセス要求への応答

誰かがドアコントローラーを使用して建物に入ろうとしてアクセスが拒否された場合、あなたのアプリにリクエストが送られます。

入退室管理システムにより、例えば、ドアを開けてその人を建物に入らせるなどして応答することができます。

1. プッシュ通知をサポートするVMSシステムを使用している場合は、通知バーからアクセスリクエストを開きます。これは

Androidのタブレットの例です。iOSでは違って見えるでしょう。

または

1. アプリを開き、サーバーリストから接続したいサーバーをタップします。

2. [入退室管理]を開きます:

l Android - [入退室管理]タブをタップしてから をタップし、[アクセスリクエスト]を選択します。

l iOS - をタップしてから[アクセスリクエスト]をタップします。

3. アクセスリクエストをタップして開きます。アクセスリクエストを許可した後、以下を見ることができます:

l ドアのカメラからのライブビデオ。

l 建物に入ろうとしている人物の詳細。

アクセスリクエストは2分後にリストから消えます。このイベントはイベントリストで確認

できます。

4. カメラを切り替えるには画面上のライブイメージをスワイプしてください。3台以上ある場合は、数回スワイプし

ます。

5. オプション入って来る音声の再生をスタートするには 、ストップするには をタップします。(マイク付きカ

メラの場合のみ。)

6. オプション プッシュ-トークを開始するには、タップしてそのまま押し続ける。 音声の送信をストップす

るにはアイコンをリリース。(スピーカー付きカメラの場合のみ)。

7. ここでドアをロックまたはロック解除できます。
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8. カード保持者が入ろうとしたとき、あるいはその前にビデオを再生するには:

1. ライブ画像をタップします。大きい画面にライブビデオフィードを表示。

2. 再生モードに切り替えるには、 をタップします。ビュー変更して、ライブビデオを一番上に表示す

ることもできます。

3. オプションカメラに音声デバイス(マイクとスピーカー)が接続されている場合、通常スピードでビデオ録

画を再生する際に、録音された受信 /送信音声を聞くことができます(ページ35のビデオ録画の検索と

表示を参照)。

入退出管理イベントの調査

直近1時間に誰が建物に入ったのか、誰がアクセスを拒否されたのかを確認できます。入退出管理イベントにはドアコント

ローラーの改ざん および、ドアコントローラーの電源障害のような事例もあります。そのようなイベントは、入退出管理システ

ムで定義されます。

デフォルトでは、過去30日間のすべての入退出管理イベントが表示されます。

1. [入退室管理]を開きます:

l Android - [入退室管理]タブをタップしてから をタップし、[イベント]を選択します。

l iOS - をタップしてから[イベント]をタップします。

2. オプションイベントがリストにない場合は、リストの下部にある[さらに読み込む]をタップして、まだ表示されていないイベ

ントを表示します。

3. イベントをタップして詳細を表示します。たとえば、イベントが[ドアロック中 ]の場合は、[ドアを表示 ]をタップしてドアの状

態を確認したり、ドアをロック/ロック解除したりします。

4. イベント発生時に録画したビデオを再生するには:

l Android - [カメラを表示]をタップします。

l iOS - をタップします。

5. オプションカメラに音声デバイス(マイクとスピーカー)が接続されている場合、通常のスピードでビデオ録画を再生する

際に、録音された双方向音声を再生できます(ページ35のビデオ録画の検索と表示を参照)。
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Milestoneについて

Milestone Systems はオープンプラットフォームの監視カメラ管理ソフトウェア (Video Management Software: VMS) の

世界有数のプロバイダーです。お客様の安全の確保、資産の保護を通してビジネス効率の向上に役立つテクノロジーを

提供します。Milestone Systems は、世界の15万以上のサイトで実証された高い信頼性と拡張性を持つMilestoneの

ソリューションにより、ネットワークビデオ技術の開発と利用におけるコラボレーションとイノベーションを促進するオープンプ

ラットフォームコミュニティを形成します。Milestone Systemsは、1998年創業、Canon Group傘下の独立企業です。

詳しくは、https://www.milestonesys.com/をご覧ください。

helpfeedback@milestone.dk
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